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議 事 の 経 過

皆 さま、 こんにちは。定刻 にな りま したので、ただ今 か ら上尾市上

下水道事業審議会 を始 め させ ていただきます。

本 日、司会 を務 め させ ていただきます 、業務課 の島田で ございます。

ど うぞ、 よろ しくお願 いいた します。

開会前に、事務局か ら報告が ございます。

副会長である田島委員 さんについてでございますが、令和 7年 10月

23日 付け、上尾市市議会議員 を辞職 された事に伴いま して、本審議会

委員につきま しても退任 とな ります。退任 によ り、副会長が空席 とな

りますが、年明け令和 8年 に市議会議員選出の新委員 さんが決定 した

後、互選 させていただきたい と考 えてお ります。 よろ しくお願いいた

します。

それでは開会に当た りま して、開会のことばを内堀上下水道部長 よ

り申し上げます。

≪開会の ことば≫

マ( ―三‐ =レ
つモi ■ 徊 議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項

(司  会 )
島田主幹

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

(司  会 )
島 田主幹

(事 務 局 )

内堀部長

(司  会 )
島田主幹

作 山会 長

(司  会 )
島 田主幹

(司  会 )
島 田主幹

す

≪会長挨拶 ≫

あ りが と うございま した。

これ よ り、令和 7年 度第 3回 上尾市 上下水道 事業審議会 に移 りま
。 は じめに、資料 の確認 をお願 い します。

≪資料確認 》
。本 日の次第 (A4縦 1枚 )
・席次表 (A4縦 1枚 )
・ 上尾市上下水道事業審議会委員名簿 (A4縦 1枚 )
。上尾市上下水道事業審議会条例 (A4縦 1枚 )
。上尾市水道施設再構築基本構想 について (A4横 綴 り 1部 )
・施策の見直 し方針 (A3横 1枚 )
。「上尾市水道事業 ビジ ョン」の策定について (A4横 綴 り 1部 )
。公共下水道施設 の維持管理方針 について (A4横 綴 り 1部 )
。上尾市公共下水道事業経営戦略の中間評価 について (A4横 綴 り
1部 )」
資料 は以上 9点 です。不足は ございませ んで しょ うか。

≪定数報告 》

では、本 日の出席者 についてご報告 させていただきます。
上尾市上下水道事業審議会条例第 6条 第 2項 の規定によ り、「審議
会は、委員の過半数が出席 しなければ、会議を開 くことができない」
とされてお ります。

委員総数 14名 の うち、本 日の審議会には 11名 の出席 をいただい
てお りますので、会議の開催要件 を満た していることをご報告いた し

ます。

それでは、議事に入 りますが、上尾市上 下水道事業審議会条例第 6

条の規定によ り、作山会長に議長 として、議事進行 をお願 いいた しま

す。作山会長、よろ しくお願 い します。

次に、本審議会の作山会長 よ りご挨拶 を賜 りたい と存 じます。

(司  会 )
島 田主幹



(議  長 )
作 山会長

それでは、議事 を進行 させ ていただきます。
皆 さまのご協力 をお願 い します。

(議  長 )
作 山会 長

≪署名人指名 ≫

初めに、会議録 署名人 を指名 させ ていただきます。小高委員、内 田
委員 のお二人 にお願 い します。

(議  長 )
作 山会長

≪傍 聴 人確 認 ≫

事務 局 に確 認 します が、本 日傍聴 希 望者 はお ります か。

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

傍 聴希 望者 はお りませ ん。

(議  長 )
作 山会長

本 日、傍聴希望者はお りませんので、早速議事に入 りたい と思いま
す。それでは、議題 1「 上尾市水道施設再構築基本構想 について」で
ございます。事務局か ら説明をお願 い します。

(事 務 局 )

水道施設課
≪議題 1の 説 明 》

(議  長 )
作 山会長

議題 1に ついて事務局か ら説明が終わ りま した。 この件につきま し
て何かご意見、ご質問はございますか。

宮 本 利 章委員

危機管理防災課が管轄 している井戸 との整合性 はあ りますか。

(事 務 局 )

水道施 設 課

官 田主幹

危機管理防災課が管轄 しているのは個人の井戸で、上尾市が管轄 し

てい るのは深井戸 になるので用途が違 うものにな ります。

(事 務 局 )

林 田次長
個人の井戸は水質検査を行わない と飲めない水ですが、上尾市の深

井戸は飲める水 となっています。

(議  長 )
作山会長

井戸水は一見有効に見えますが、水質浄化に多 くのコス トがかかっ

て しまいます。経営面で見ると県水を購入するのが効率良いものにな

ります。

小 高 進 委 員

西部浄水場 と原市ポンプ場の現状 は どうなっているのですか。

西部浄水場は北部浄水場か らの水 を増圧 させて西上尾第一団地、西

上尾第二団地に配水 しているものです。

同 じく、原市ポンプ場は東部浄水場か らの水 を増圧 させて原市団地

に配水 しているものにな ります。

今回は北部浄水場 の耐震化 についてですが、西部浄水場の方が古か

った と思 い ます。 耐震化 の順番 の決 め方 は どの よ うにな つてい ます

か。

2点 目は、資料 3ペ ー ジでは (7)―① 自己水源 の適切 な保全になって
いますが、 ビジ ョンの見直 し方針では 自己水源 の適正 な保全になって

います。

また、 (5)―③財政状況を踏 まえた事業の実施 とあ りますが、 ビジ ョ

ンで は財政 計画 を踏 まえた事業 の実施 とあ るのでそれ ぞれ どち らが

正 しいので しょうか。

(事 務 局 )

水道施 設課

吉川 課 長

山本 由起子 委

員



(事 務 局 )

水道 施 設課

吉川課 長

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

(議  長 )
作 山会長

(議  長 )
作 山会長

(事 務 局 )

経営総務課

施設 と しては西部浄水場の方が古いですが、北部浄水場 もまだ耐震

化が されていません。先 ほ どもあったよ うに北部浄水場か らの水 を西

部浄水場 に配水 してい ます ので北部浄 水場 を優 先す る こ とに した も
のです。

2点 目の ビジ ョンの見直 し方針 との記載相違 に関 しては、 ビジ ョン
の方が正 しい表記になってお ります。

他 にご意見はない よ うですので、本議題 につきま してはよろ しいで

しようか。以上で、議題 1「 上尾市水道施設再構築基本構想 について」
を終了 します。

続 きま して、議題 2「 上尾市水道事業 ビジ ョンの策定について」で
ございます。事務局か ら説明をお願い します。

≪議題 2の 説明 》

議題 2に ついて事務局か ら説明が終わ りま した。 この件 につ きま し
て何 か ご意見、 ご質問は ございますか。

資料 8ペ ージの 「重要給水施設管路」 と 「重要施設管路」の違いを
教 えて くだ さい。

では上水のみだった ものが下水 も一体 となって整備 を進 める
か ら示 された ものでございます。

国交省に移管 されたことによ り、避難所な どの重要施設の管路は上

水 も下水 も一体 となって整備す るよう国か ら示 されま した。
そのため更新管路が 94kmか ら 98kmに 延長 されています。

再構築 基本構想 の 中のルー プ化等 とビジ ョンの関係性 がわか りづ

らい よ うに思 えるので関係性 を教 えて くだ さい。

ビジ ョンは今後 10年 間の計画 と施策 を掲載 した もので、ループ化
を進 めることをビジ ョンの中で うたってい くものです。

今後、 ビジ ョンに掲載 して計画 を進 めていきたい と考 えています。

再構築基本構想で施設整備 を計画 し、それ をビジ ョンに うたってい

くことをお示 しして ご審議いただきたい と考えてお ります。

ビジ ョンでは事業費等の具体的な部分は掲載せず、施策のみ掲載 さ

れているい う理解でよろ しいですか。

事業費等の金額的な部分 は経営戦略で今後お示 ししてい く予定で

す 。

ビジ ョンと再構築基本構想 では どち らが上位計画ですか。

基本構想 とい うと上位 計画 の よ うに聞 こえます が あ くまで施設 の

みの話 となっています。 ビジ ョンは施設含 めて様 々な施策 を網羅 した

ものになつてお り、そ こに基本構想 も含 まれ るため ビジ ョンが上位 計

画 とな ります。

再構 築基本構想 がない とビジ ョンの策 定 に近 づ けないので しょ う

か。

ま

国

今

うよ

・(議  長 )
作 山会長

新藤 孝子委員

(事 務 局 )

水道施設課

吉川課長

(事 務 局 )

内堀部長

井上 茂委員

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

(事 務 局 )

内堀部長

井上 茂委員

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

原 田 嘉明委員

〈議 長 )
作 山会長

原 田 嘉明委員



(事 務 局 )

内堀部長

(議  長 )
作山会長

新藤 孝子委員

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

(議  長 )
作 山会長

原 田 嘉明委員

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

原 田 嘉明委員

上尾市では給水人 口も増加 してい るのに配水量が減 つている状況

です。

施設の急激なダウンサイジングは検討 してお らず、ループ化等で対

応 していきたい と考えてお ります。

他にご意見はないよ うですので、本議題につきま してはよろ しいで

しようか。以上で、議題 2「 上尾市水道事業 ビジ ョンの策定について」
を終了 します。

(事務局 )

内堀部長

(議  長 )
作山会長

(議  長 )
作山会長

(事 務 局 )

下水道施設課

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

(議  長 )
作 山会長

(事 務 局 )

経営総務課

あ くまで もビジ ョンの中の施設更新 については再構築基本構想 を

九に行ってい くとい うことを表現 しているものです。

先ほ ど井 上委員か らもあ りま したが、水道事業や下水道事業の場合

は経営面の部分まで含 めた議論が最初には出来ず、まず は必要性 の部

分のみ議論 を していきます。

必要性 は ビジ ョンで、経営面は経営戦略で今後議論 してい くもので

す。

水道事業 にお ける広域化 には ど ういつたメ リッ トがあるので しょ

うか。

組織統合す ることにより、人件費の削減や、メーター等の共同購入

によるスケールメ リッ トがあ ります。

しか し現時点では組織統合は検討 してお らず、メーター等の共同購

入 を検討 しているところです。

水道料金は 自治体に よつて様 々であ ります。広域化す ることによっ

て水道料金 をな ら してい く議論 な ども今後必要 になって くる可.能 性

があ ります。

水需要予測 の基 準 とな つてい るのは人 口の増減 だけなので しょ う

か。

節水な ども考慮 しているので しょうか。

人 口につ いては ビジ ョンの上位 計画 にあた る地域創 生長期 ビジ ョ

ンを元に してお り、それ に加 えて一人 当た りの一 日平均配水量を計算

して算出 してお ります。

人 口は減少傾 向 とあ ります が今後 も市内でマ ンシ ョン開発 が予 定

され てお り、実際に減少す るかわか らない と思います。

人 口減 少 を見込んだ施設 の ダ ウンサイ ジングを して も対応 で きる

ので しょうか。

続きまして、議題 3「 公共下水道施設の維持管理方針について」で
ございます。事務局から説明をお願いします。

≪議題 3の 説 明 》

公共下水道施設の維持管理方針 は、議題 4の 内容 と密接 に関連す る
もので ございますので、議題 3に ついて ご意見いただ く前に、先 に議
題 4を 説明 させていただいて もよろ しいで しょ うか。

分か りま した。 では、引き続 き、議題 4「 上尾市公共下水道事業経
営戦略の中間評価 について」事務局か ら説明をお願 い します。

≪議題 4の 説 明 ≫

(議  長 ) 議題 3,議 題 4に ついて事務局か ら説明が終わ りま した。 この件 に



井上 茂委員

(事 務 局 )

下水道施設課

松本主幹

井 上 茂 委員

(事 務局 )

下水道施設課

松本主幹

(事 務 局 )

下水道施設課

梅澤課長

(議  長 )
作 山会長

山本 由起子委

員

(事 務 局 )

下水道施設課

松本主幹

(事 務局 )

内堀部長

作山会長 つ きま して何か ご意見、 ご質問は ございますか。

今後、老朽化 した下水管の増加 に伴い、流入す る不明水 も増 えてい

くか と思います。不明水が増 えれば、流域下水道維持管理負担金の費

用負担が増え、最終的には使用者の負担 に跳ね返って くることが懸念

されます。対応策 として老朽管の更新等が必要になって くると思いま

すが、現在の取組状況 と今後の対策についてお聞かせ くだ さい。

現在 は、ス トックマネ ジメン ト計画 に基づ き、優先順位付 けを行 っ

た うえで、施設 の点検・調査、修繕・ 改善 を実施 してお ります。今後

は、人潮市の大規模陥没事故を踏 まえ、耐用年数 に縛 られ ることな く、

市内全域 の管 口調査 を実施 し、緊急度 の高い箇所か ら更新 を行 ってい

く予定です。一方、緊急度の低い箇所 については状態監視 を継続 して

い く等効率的な維持管理 を行 ってまい ります。 この よ うな対策を行 う

ことで、結果、不明水対策に もつなが る と考 えてお ります。

老朽化 した下水道管の更新は、具体的には どのよ うな手法で行 って

い くので しょうか。

老朽化が顕著な場合、下水管の内側 に硬質塩化 ビニルの更生管を製

管す る管更生工事を行います。ただ、管更生工事は非常にコス トがか

か りますので、例えば、経年劣化によ り、 日地の隙間等か ら流入水が

見 られ る とい つた軽微 な ものについては、修繕 工事で対応 していま

す。

老朽化対策 と並行 して、雨天時侵入水が少ないマ ンホール蓋への交

換 工事や 取付 管 を陶管 か ら塩 ビ管 に交換す る等 の地道 な取組 を行 っ

てい くことで、不明水対策 につながってい くもの と考 えてお ります。

他 にご質問 ございますか。

議題 3の 5ペ ー ジに市内全域 で管 ロカメラ等 の簡易調査 を行 うと
あ りますが、 どれ くらいの調査期間を想定 されていますで しょうか。
また、 6ペ ージの管渠状態の見える化イメージ図の見方について教え
て くだ さい。 この図にあるよ うな 150年 以上 も使 える下水管は実際に
あるので しょうか。

今の ところ、市内全域の調査を 5年 かけて行ってい く予定です。

6ペ ージの図は、あくまでイメージ図であ り、柏市の例 を参考まで
にご紹介 させ ていただきま した。市内全域 を調査 した後、緊急度 を見
える化する手法の一例 として載せてお ります。ですので、上尾市で 150

年以上使用できる管があるとい うことではございません。

下水管 を 150年 以上 も使用す るのはなかなか難 しいか と思います
が、よく言われ る下水道管の耐用年数 50年 とい うのは、会計上の減価
償却計算 に使 われ る年数であって、物理的に使用 できる年数 ではあ り

ませ ん。実際 には、50年 を超 えて使用で きる下水管 もあるか と思いま
す。一方、人潮市の陥没事故のよ うに耐用年数 を経過 していないにも

関わ らず、幹線道路 の振動や硫化水素等が原 因で管が破損す るケース

もあ ります。ですので、一概 に耐用年数で老朽化 を判断す るのではな

く、下水管が布設 されている現場の状況 を個別 に調査 し把握 してい く

ことが重要であると思います。

(議  長 )
作山会長
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宮本 利章委員 柏市 の よ うに市内全域 を緊急度 に応 じて色分 け した図 で見 える化
すれ ば、効率的な維持管理 を していける と思いますので、ぜひ同 じよ

うな図を作成 していただけれ ば と思います。

(議  長 )
作 山会長

新藤 孝子委員 議題 4の 24ベ ー ジにマ ンホール カー ドの配布 の継 続 とあ ります
が、配布す ることで市に どのよ うなメ リン トがあるので しょうか。 ま
た、年間の配布枚数 は どれ くらいか教 えて くだ さい。

他 に ご質 問 ござい ます か。

(事 務局 )

下水道施設課

梅澤課長

マ ンホール カー ドは、市民の皆様 と下水道 との身近 な接点であるマ
ンホール蓋 を通 じて、楽 しみなが ら下水道への理解や 関心 を深 めてい
ただきたい とい う目的が ございます。 また、カー ドをもらいに市外か
らも足を運んでいただ くことで、上尾市の PRに も役立ってお ります。
上尾市では、 2種 類のマンホールカー ドを作成 してお りま して、下水
道施設課窓 口でファ ミリー版 を、あげおお土産・観光セ ンターで 自転
車版 を配布 してお ります。令和 6年 度年間配布実績は、ファ ミリー版
が 1,583枚 、 自転車版 が 2,887枚 で ございます。

(議  長 )
作山会長

他 にご質問 ございますか。

原 田 嘉明委員

(事 務 局 )

F水道施設課
梅澤課長

(事務 局 )

内堀部長

(議  長 )
作山会長

議題 4の 21ペ ー ジにマンホール トイ レの整備 とあ りますが、災害
目的用 とい うこ とを考慮 します と、工事費用等 を下水道 会計ではな

く、一般会計で負担す るのが望ま しいのではないか と思いますが、そ

の点については どの よ うにお考 えで しょ うか。

災害用マ ンホール トイ レとして、避難所 となる公的施設等 において

整備 を してい るところですが、人潮市の よ うな事故で公共下水道 が使

用できな くなった場合 に備 える目的 もございます。

停 電時 の予備 電源 の よ うに公共 下水道 が機 能 しな くな った場合 の

代替施設 としてマ ンホール トイ レは整備 してお ります。それ を災害時

の避難所等に設置す ることで国庫補助 が活用できることか ら、災害用

マ ンホール トイ レと して も機能 してい るところで ございます。あ くま

で第一 目的は代替施設の整備 で ございますので、下水道会計の負担で

行 ってお りますが、災害時 にも活用す ることか ら一般会計部局 とも引

き続 き連携 しなが ら整備 していきたい と考 えてお ります。

他 はよろ しいで しょ うか。他 に ご意見はない よ うですので、議題 3,

議題 4に つ きま しては よろ しいで しょうか。
以上で、本 日の議題 は全て終了いた しま した。議事進行 にご協力い

ただきま して、あ りが とうございま した。

これ をもちま して、議長 の任 を解かせていただきます。

(司  会 )
島田主幹

あ りが とうございま した。

本 国の議題 は以 上で ございます。

以 卜をもちま して、本 日の議事はすべて終 了いた しま した。それ で

は、その他で ございますが、事務局か ら事務連絡が ござい ます。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

その他でございますが、次回の審議会では、水道事業 ビジ ョンの具

体的な内容 をお示 しできるか と思います。 12月 にパブ リックコメン
トを実施 し、 1月 ～ 2月 に第 4回 の審議会を予定 してお ります。水道
事業、公共下水道事業の経営戦略につきま しては、その後、作成 して

いきますので、よろ しくお願いいた します。
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(司  会 )
島田主幹

その他事項について、ご質問はございますか '
ご質問等はないよ うですので、その他は以上で ございます。

(司  会 )
島田主幹

以上 をもちま して、令和 7年度第 3回 上尾市上下水道事業審議会 を
終了 させ ていただきます。

本 日は、お疲れ さまで ございま した。

以上のとお り、本審議会の議事の次第を記録 し、本議事録は正確

なることを証するため、署名する。

令和 8 年 3 月 7 日

議事録署名人     '卜 豪フ ミL/
令和 ′年 ｀ 月 〃 日

議事録署名人
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